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春 先    夏    秋 

地下茎から

の養分と光
合成により

生長する。 

養分 養分 
転 
流 

【転流】 
夏に地上部で作

られた養分を冬

までに地下茎に
戻す。 

地 下 茎 

ヨシ刈り取りボランティア募集ヨシ刈り取りボランティア募集

ごみ出しはルールを守って、正しく出しましょう。ごみ出しはルールを守って、正しく出しましょう。
ごみ出しは、収集日の朝8時30分までに

　宍道湖の水環境改善を目的に、国・県・松江市・出雲市
が連携して、平成13年度から25年度に宍道湖岸にヨシを
植栽しました。そのヨシを刈り取るボランティアを募集し
ています。ヨシの刈り取りは、冬になって枯れたヨシの湖
岸への滞留や湖の中で腐ってしまうことを未然に防ぐこと
で、水質浄化につなげる取組です。宍道湖の水質を守るた
めボランティアに参加しませんか。

●ヨシは湖沼や河川の水辺、湿気が多くじめじめした場所に見られるイネ科の多年生植
物です。盛夏によく生長し、高さは2mほどにもなる、とても背の高い植物です。
●ヨシは8月～10月ごろに茎の先に穂のような花を咲かせ、その後10月～3月には枯れま
すが、地下に広がった地下茎は冬を越え春にはそこから新芽がでてきます。
●宍道湖の水辺にも、砂浜などの自然な場所で見られ、様々な生き物のすみかになったり、
水をきれいにする働きがあます。

と き

と こ ろ

内 容
対 象
申込方法

申込締切
持 ち 物

：

：

：
：
：

：
：

平成29年 ①１２月９日（土）
平成30年 ②2月10日（土） ③２月24日（土） ④３月３日（土） 計４回 ★いずれも午前9時～11時 
宍道湖西岸なぎさ公園（斐川町坂田宍道湖岸）ほか　【現地集合・現地解散】
※詳細はお申し込み後にお知らせします。
鎌を使ってのヨシ刈り取り、運搬、ごみ拾いなど。
どなたでも。中学生以下の方は、保護者同伴。企業・団体での参加も大歓迎です。
下記申込み先にご連絡ください。折り返し「参加申込書」が送付されます。
ホームページからも申し込めます。
平成29年 ①１２月4日（月）／平成30年 ②2月5日（月）、 ③④２月1４日（水）
長靴、防寒着、タオルなど。★鎌、軍手は準備します。傷害保険も加入します。
宍道湖水環境改善協議会事務局（松江市環境保全課内）
〒690－0826 松江市学園南1丁目20－43 Tel.0852-55-5271 Fax.0852-55-5497
電子メールk-hozen@city.matsue.lg.jp　ホームページhttp://www.shinjiko-dandan.jp

ごみを出す日は、お住まいの地区の「ごみ収集カレンダー」で確認し、
収集日の朝8時30分までに、決められた場所へ出してください。

水銀を含まないリチウムコイン電池（型式
記号がCR及びBRのもの）は、市役所環境
施設課及び各支所環
境担当窓口で回収し
ています。

必ず指定袋または収集券を使って
ごみは、指定袋に入れるか、指定袋に入らないごみは収集券を貼って出してください。
※重さや大きさによっては、粗大ごみの扱いとなる場合があります。

名前の記入を
指定袋または収集券には名前を書いて出してください。

正しく分別
～リチウムコイン電池の回収～

市の定めた分別に従い、正しく分別して出してください。
分別区分は「ごみの分け方・出し方ガイドブック」をご覧ください。
※ガイドブックは、本庁または各支所においています。

袋の容量の範囲内で

★これらが守られていないものは、収集しません。
★集積箱を設置されていない場合、燃えるごみは防獣ネットをかぶせるなど飛散防止の措置を講じてください。

出雲市の燃えるごみは、6割が「生ごみ」、2割を「紙ごみ」が占めています。
これらを減らす取り組みについて、改めて考えてみましょう。

指定袋は袋の持ち手が結べる程度の容量で出してください。
重さの制限（大10kg・小6kg）もあります。

おたずね・：
申し込み 

ヨシって

 どんな植物？ヨシって

 どんな植物？

【ヨシの特徴】

【ヨシの中の養分の動き】

成長期

開花・結実期

休眠期

4月：新芽の頃 8月：ヨシの最盛期 11月：転流期 2月：休眠期

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ヨシは、生長期につくった養分を、地下茎に貯めておき、翌年春に生長するときに使います。
ヨシの地上部は1年で枯れてしまいますが、地下茎は数年間生き続けます。

【ヨシの生態】
（季節変化）

前の年の秋に地下茎にためて
おいた養分をつかって地上部
が生長する

←前の年に枯れ
て残っている
地上部

←前の年に枯れ
て残っている
地上部

いちばん成長しているときの
ヨシ
いちばん成長しているときの
ヨシ 地上部が枯れてきているヨシ地上部が枯れてきているヨシ 地上部が枯れたヨシ地上部が枯れたヨシ

↓ヨシの新芽↓ヨシの新芽

宍道湖の水辺のヨシ宍道湖の水辺のヨシ

地上部は1年で枯れて、2～3年
枯れたままで残る

地上部の養分を地下茎に
ためて、地上部は枯れる

7月のおわり～8月頃がいちばん生長するとき
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と

ま
と
め
に
し
、ひ
も
で
し
ば
っ
て
最
寄
り
の

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

★
生
ご
み
の
減
量

◎
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
主
な
雑
が
み

・使
用
済
み
コ
ピ
ー
用
紙

・紙
袋

・封
筒

・は
が
き

・包
装
紙

・カ
レ
ン
ダ
ー

・ノ
ー
ト

・紙
製
の
箱（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、お
菓
子
な
ど
）

・ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

×

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
主
な
も
の

お
た
ず
ね：環
境
施
設
課

　
　
　
　 

☎
㉑
ー

６
９
８
８

・臭
い
の
つ
い
た
紙（
石
鹸
箱・線
香
箱
な
ど
）

・汚
れ
た
紙（
ピ
ザ
の
箱
な
ど
）

・感
熱
性
発
泡
紙（
主
に
点
字
書
物
）

・ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
紙

・印
画
紙（
写
真
）

・ア
ル
ミ
箔
の
紙（
酒
類
の
紙
パ
ッ
ク
な
ど
）

・感
熱
紙（
レ
シ
ー
ト
、フ
ァ
ク
ス
用
紙
）

・防
水
加
工
さ
れ
た
紙（
紙
コ
ッ
プ
、紙
皿
）

・複
写
伝
票（
カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
）

・粘
着
物
の
つ
い
た
紙（
シ
ー
ル
、圧
着
は
が
き
）

・和
紙（
半
紙
、障
子
紙
な
ど
）

★
紙
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

10

30

10

4.8

3V
＋
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